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１【提出理由】

　2025年６月18日開催の当社第103回定時株主総会において、決議事項が決議されましたので、金融商品取引法第24条

の５第４項および企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出す

るものであります。

 

２【報告内容】

(1）当該株主総会が開催された年月日

2025年６月18日

 

(2）当該決議事項の内容

第１号議案　剰余金の配当の件

期末配当に関する事項

　当社普通株式１株につき金40.0円

 

第２号議案　監査等委員でない取締役９名選任の件

監査等委員でない取締役として、加藤好文、平川良浩、上野正哉、道本能久、松下　靖、井上欣也、

橋爪紳也、ケン・チャン・チェン・ウェイおよび山本竹彦を選任する。

 

第３号議案　監査等委員である取締役５名選任の件

監査等委員である取締役として、稲地利彦、田原信之、草尾光一、濱崎加奈子および本保芳明を選任

する。
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(3）当該決議事項に対する賛成、反対および棄権の意思の表示に係る議決権の数、当該決議事項が可決されるための要

件ならびに当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果

（賛成の割合）

第１号議案 695,941 2,041 161 （注）１ 可決（98.79%）

第２号議案    （注）２  

加藤 好文 648,959 49,099 161  可決（92.11%）

平川 良浩 689,730 8,328 161  可決（97.90%）

上野 正哉 692,919 5,140 161  可決（98.35%）

道本 能久 692,933 5,126 161  可決（98.35%）

松下 　靖 692,934 5,125 161  可決（98.35%）

井上 欣也 692,843 5,216 161  可決（98.34%）

橋爪 紳也 692,606 5,453 161  可決（98.30%）

ケン・チャン・チェン・ウェイ 692,611 5,448 161  可決（98.30%）

山本 竹彦 692,363 5,696 161  可決（98.27%）

第３号議案    （注）２  

稲地 利彦 677,168 20,889 161  可決（96.11%）

田原 信之 629,614 68,440 161  可決（89.36%）

草尾 光一 693,718 4,339 161  可決（98.46%）

濱崎 加奈子 693,660 4,397 161  可決（98.45%）

本保 芳明 693,648 4,410 161  可決（98.45%）

（注）１．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席および出席した当該株主の

議決権の過半数の賛成であります。

 

(4）議決権の数に株主総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本総会前日までの事前行使分および当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できたものを合計したこ

とにより可決要件を満たし、会社法上適法に決議が成立したため、本総会当日出席の株主の議決権のうち、賛成、反

対および棄権の確認ができていない議決権数は加算しておりません。

以　上
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